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本遺跡内石器集中区縁付近で、表裏面に円形～精円形状の線刻状のキズがある小円礫が出土した。

出土当初は穿孔途中のものであることを考えたが、近隣の峠山 IA遺跡出上の装飾品や北海道柏台 1

遺跡出上の琥珀玉では穿孔痕が明瞭に観察されること、この線刻状礫が穿孔途中としても一個体しか

確認されなかったことなどから考えると穿孔ではなく、むしろなんらかの意味を持つ線刻である可能

性が高いと判断した。しかしながら、線刻幅が0.511ullと 細く精巧であるが、それ以上のことを観察 。分

析できない状況にあっては、人工的か自然の作用によりできたのかは判断できない。今後の発掘例や

新しい分析方法に期待したい。
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